
令

和

８

年

の

年

頭

に

当

た

り

、

新

年

の

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

東

京

地

本

は

昨

年

、

創

立

69

周

年

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

れ

も

偏

に

諸

先

輩

方

の

御

努

力

及

び

協

力

諸

団

体

や

地

域

の

皆

様

の

御

支

援

、

御

協

力

の

賜

物

で

あ

り

、

改

め

て

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

現

在

の

わ

が

国

の

安

全

保

障

環

境

の

特

徴

と

し

て

、

普

遍

的

価

値

や

そ

れ

に

基

づ

く

政

治

・

経

済

体

制

を

共

有

し

な

い

国

家

が

勢

力

を

拡

大

し

て

い

る

状

況

や

ゲ

ー

ム

・

チ

ェ

ン

ジ

ャ

ー

と

な

り

う

る

先

端

技

術

の

開

発

に

よ

る

従

来

の

軍

隊

の

構

造

や

戦

い

方

の

根

本

的

な

変

化

、

さ

ら

に

は

、

サ

イ

バ

ー

領

域

な

ど

に

お

け

る

リ

ス

ク

の

深

刻

化

と

い

っ

た

グ

ロ

ー

バ

ル

な

安

全

保

障

上

の

課

題

が

存

在

し

て

い

ま

す

。

令

和

４

年

12

月

、

戦

略

三

文

書

が

策

定

さ

れ

、

相

手

の

能

力

と

新

し

い

戦

い

方

に

着

目

し

た

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

を

行

う

こ

と

が

定

め

ら

れ

、

防

衛

力

の

強

化

は

着

実

に

前

進

し

て

お

り

、

「

防

衛

力

整

備

計

画

」

の

４

年

目

と

な

る

令

和

８

年

度

の

概

算

要

求

に

当

た

っ

て

は

、

防

衛

力

整

備

計

画

期

間

内

の

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

を

実

現

す

る

た

め

、

令

和

８

年

度

中

に

着

手

す

べ

き

事

業

を

積

み

上

げ

、

歳

出

予

算

の

要

求

額

を

着

実

に

増

加

す

る

と

謳

わ

れ

て

い

ま

す

。

加

え

て

、

令

和

６

年

12

月

、

「

自

衛

官

の

処

遇

・

勤

務

環

境

の

改

善

及

び

新

た

な

生

涯

設

計

の

確

立

に

関

す

る

基

本

方

針

」

が

取

り

ま

と

め

ら

れ

、

現

在

、

各

種

施

策

が

着

実

に

前

進

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

こ

の

よ

う

な

中

、

抑

止

力

及

び

対

処

力

を

確

か

な

も

の

に

す

る

た

め

に

は

「

人

材

（

人

財

）

」

の

確

保

が

決

定

的

に

重

要

で

あ

る

と

思

料

し

て

お

り

ま

す

が

、

今

日

に

お

け

る

自

衛

官

募

集

は

、

少

子

・

高

学

歴

化

、

若

者

の

価

値

観

の

変

容

、

社

会

構

造

の

変

化

、

情

報

環

境

の

影

響

等

に

よ

り

、

か

つ

て

な

い

困

難

に

直

面

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

を

打

開

す

る

た

め

に

、

東

京

地

本

は

、

全

国

募

集

事

務

所

の

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

的

役

割

を

有

す

る

渋

谷

募

集

案

内

所

を

新

設

す

る

な

ど

、

募

集

基

盤

を

着

実

に

強

化

・

発

展

さ

せ

る

と

と

も

に

、

出

口

と

な

る

援

護

、

そ

し

て

予

備

自

衛

官

等

業

務

な

ど

の

充

実

を

図

っ

て

お

り

ま

す

。

「

自

衛

官

の

確

保

は

最

大

の

抑

止

力

」

と

い

う

こ

と

を

念

頭

に

、

引

き

続

き

、

そ

の

職

責

に

誇

り

と

使

命

感

を

堅

持

し

、

現

行

制

度

下

に

お

い

て

最

大

限

の

努

力

を

発

揮

し

て

ま

い

り

ま

す

。

こ

れ

か

ら

も

、

諸

先

輩

方

が

築

い

て

こ

ら

れ

た

69

年

の

歴

史

を

継

承

し

、

「

不

易

流

行

」

の

精

神

を

力

強

く

実

践

し

て

、

飽

く

な

き

執

念

を

も

っ

て

「

知

恵

と

工

夫

と

本

気

の

努

力

」

に

よ

り

、

東

京

地

本

に

与

え

ら

れ

た

任

務

（

目

標

）

を

部

員

一

丸

と

な

っ

て

達

成

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

結

び

に

、

皆

様

の

本

年

の

御

多

幸

と

御

健

勝

を

祈

念

申

し

上

げ

ま

す

と

と

も

に

、

変

わ

ら

ぬ

御

支

援

、

御

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

、

新

年

の

御

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。
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東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大宮宮宮宮英英英英明明明明

副副副副会会会会長長長長
浅浅浅浅野野野野敏敏敏敏雄雄雄雄

副副副副会会会会長長長長
大大大大石石石石吉吉吉吉彦彦彦彦

副副副副会会会会長長長長
根根根根本本本本勝勝勝勝則則則則

副副副副会会会会長長長長
島島島島
田田田田和和和和久久久久

副副副副会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

副副副副会会会会長長長長
栗栗栗栗山山山山欽欽欽欽行行行行

理理理理事事事事長長長長
吉吉吉吉
田田田田浩浩浩浩介介介介

昭昭昭昭島島島島市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
中中中中野野野野義義義義弘弘弘弘

ああああききききるるるる野野野野市市市市秋秋秋秋川川川川地地地地区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会会会会会長長長長
山山山山
口口口口幸幸幸幸男男男男

ああああききききるるるる野野野野市市市市五五五五日日日日市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会
会会会会長長長長
岸岸岸岸
義義義義男男男男

板板板板橋橋橋橋区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
瀬瀬瀬瀬尾尾尾尾正正正正弘弘弘弘

江江江江戸戸戸戸川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
中中中中川川川川博博博博道道道道

青青青青梅梅梅梅市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
清清清清

奥奥奥奥多多多多摩摩摩摩町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
青青青青木木木木
修修修修

北北北北区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小俣俣俣俣雅雅雅雅宏宏宏宏

国国国国立立立立市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
佐佐佐佐伯伯伯伯
寛寛寛寛

小小小小平平平平市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
永永永永
田田田田政政政政弘弘弘弘

狛狛狛狛江江江江市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
栗栗栗栗山山山山欽欽欽欽行行行行

自自自自衛衛衛衛隊隊隊隊荒荒荒荒川川川川区区区区協協協協力力力力会会会会

会会会会長長長長
田田田田邊邊邊邊治治治治邦邦邦邦

渋渋渋渋谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
近近近近藤藤藤藤彰彰彰彰敏敏敏敏

新新新新宿宿宿宿区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大家家家家章章章章嘉嘉嘉嘉

杉杉杉杉並並並並区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
川川川川元元元元賢賢賢賢
一一一一郎郎郎郎

世世世世
田田田田谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島
田田田田益益益益吉吉吉吉

立立立立川川川川市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
中中中中島島島島孝孝孝孝行行行行

多多多多摩摩摩摩市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小磯磯磯磯
明明明明

東東東東京京京京中中中中央央央央防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
柿柿柿柿﨑﨑﨑﨑裕裕裕裕治治治治

豊豊豊豊島島島島区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
磯磯磯磯
一一一一昭昭昭昭

西西西西東東東東京京京京市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

練練練練馬馬馬馬区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
上上上上野野野野博博博博
巳巳巳巳

八八八八王王王王子子子子市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
森森森森上上上上秀秀秀秀男男男男

羽羽羽羽村村村村市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
冨冨冨冨松松松松
崇崇崇崇

東東東東久久久久留留留留米米米米市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大澤澤澤澤
進進進進

東東東東村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
古古古古賀賀賀賀新新新新
一一一一郎郎郎郎

東東東東大大大大和和和和市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
内内内内
直直直直樹樹樹樹

日日日日野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
梅梅梅梅
田田田田俊俊俊俊幸幸幸幸

日日日日
のののの出出出出町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
馬馬馬馬場場場場紀紀紀紀男男男男

府府府府中中中中市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
猿猿猿猿渡渡渡渡昌昌昌昌盛盛盛盛

福福福福生生生生市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
田田田田村村村村利利利利光光光光

瑞瑞瑞瑞穂穂穂穂町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高水水水水永永永永雄雄雄雄

三三三三鷹鷹鷹鷹市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
金金金金井井井井富富富富雄雄雄雄

武武武武蔵蔵蔵蔵野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島崎崎崎崎義義義義司司司司

武武武武蔵蔵蔵蔵村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高山山山山晃晃晃晃
一一一一

目目目目黒黒黒黒区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小野野野野瀬瀬瀬瀬康康康康裕裕裕裕

謹謹謹謹

賀賀賀賀

新新新新

年年年年

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

会

員

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

ご

家

族

の

皆

様

と

お

健

や

か

に

新

年

を

迎

え

ら

れ

た

こ

と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

旧

年

中

は

、

東

京

都

防

衛

協

会

へ

の

深

い

ご

理

解

と

ご

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

、

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。我

々

が

慣

れ

親

し

ん

で

き

た

自

由

で

開

か

れ

た

安

定

的

な

国

際

秩

序

は

、

パ

ワ

ー

バ

ラ

ン

ス

の

歴

史

的

変

化

と

地

政

学

的

競

争

の

激

化

に

伴

い

、

大

き

く

揺

ら

ぎ

続

け

て

い

ま

す

。

同

時

に

、

我

が

国

周

辺

で

は

、

い

ず

れ

も

隣

国

で

あ

る

ロ

シ

ア

、

中

国

、

北

朝

鮮

の

軍

事

的

動

向

等

が

深

刻

な

懸

念

と

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

厳

し

さ

を

増

す

国

際

情

勢

の

中

、

昨

年

10

月

、

我

が

国

で

初

め

て

女

性

の

内

閣

総

理

大

臣

と

な

る

高

市

早

苗

内

閣

が

誕

生

し

ま

し

た

。

ま

た

、

昨

年

ま

で

26

年

間

に

わ

た

り

連

立

を

組

ん

で

き

た

公

明

党

が

連

立

政

権

か

ら

離

脱

す

る

と

と

も

に

、

少

数

与

党

と

な

っ

た

自

民

党

は

日

本

維

新

の

会

と

の

新

た

な

政

権

の

枠

組

み

を

誕

生

さ

せ

ま

し

た

。

連

立

合

意

書

に

よ

れ

ば

、

我

が

国

の

安

全

保

障

に

関

わ

る

総

合

的

な

国

力

の

主

な

要

素

で

あ

る

外

交

力

、

防

衛

力

、

経

済

力

、

技

術

力

、

情

報

力

の

５

つ

の

国

力

を

強

化

、

発

展

さ

せ

る

各

種

の

施

策

が

盛

り

込

ま

れ

て

お

り

、

そ

れ

を

踏

ま

え

て

高

市

新

政

権

は

責

任

あ

る

積

極

財

政

と

危

機

管

理

投

資

に

よ

り

『

日

本

再

興

（J
a
p
a
n
i
s
b
a
c
k

）

』

を

図

る

と

し

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

状

況

に

お

い

て

、

自

衛

隊

は

周

辺

海

空

域

の

警

戒

監

視

や

海

外

に

お

け

る

国

際

平

和

協

力

の

任

務

等

に

よ

り

、

自

由

と

民

主

主

義

を

基

調

と

す

る

我

が

国

の

主

権

と

独

立

を

維

持

す

る

と

と

も

に

、

領

域

を

保

全

し

、

国

民

の

生

命

・

財

産

の

安

全

を

確

保

し

て

い

ま

す

。

加

え

て

、

大

規

模

自

然

災

害

等

に

際

し

て

最

後

の

砦

と

し

て

即

応

す

る

と

共

に

、

国

家

行

事

へ

の

協

力

支

援

等

数

多

く

の

重

要

な

任

務

を

遂

行

し

て

い

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

と

し

ま

し

て

は

、

会

員

一

人

ひ

と

り

が

自

ら

の

備

え

を

万

全

に

す

る

と

共

に

、

夫

々

の

地

区

に

お

い

て

自

治

体

や

各

種

の

団

体

と

連

携

す

る

等

の

活

動

を

通

じ

て

期

待

さ

れ

る

役

割

を

確

実

に

果

た

し

て

い

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

我

々

の

こ

の

よ

う

な

努

力

は

自

衛

隊

の

存

在

・

活

動

と

相

ま

っ

て

我

が

国

の

抑

止

力

を

確

実

に

強

化

で

き

る

と

確

信

し

て

い

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

は

新

年

度

に

お

い

て

も

地

区

協

会

及

び

特

別

会

員

の

皆

様

と

力

を

合

わ

せ

、

「

国

民

の

防

衛

意

識

の

普

及

高

揚

を

図

る

と

共

に

、

自

衛

隊

を

激

励

支

援

し

て

そ

の

充

実

発

展

を

助

長

し

、

も

っ

て

我

が

国

の

平

和

と

繁

栄

に

寄

与

す

る

」

と

い

う

本

会

の

目

的

達

成

の

た

め

、

会

勢

の

拡

大

及

び

各

種

事

業

の

推

進

を

計

っ

て

い

く

所

存

で

す

。

引

き

続

き

皆

様

の

ご

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

最

後

に

、

各

地

区

協

会

及

び

特

別

会

員

の

皆

様

の

益

々

の

ご

発

展

、

ご

健

勝

・

ご

多

幸

を

祈

念

し

て

新

年

の

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

大

宮

英

明

隊

員

並

び

に

ご

家

族

の

皆

さ

ま

、

そ

し

て

平

素

か

ら

ご

支

援

ご

協

力

を

賜

っ

て

お

り

ま

す

関

係

諸

団

体

の

皆

さ

ま

、

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

昨

年

は

東

京

都

八

丈

島

に

お

け

る

台

風

第

22

号

及

び

第

23

号

に

係

る

災

害

派

遣

活

動

、

印

度

陸

軍

と

の

実

動

訓

練

「

ダ

ル

マ

・

ガ

ー

デ

ィ

ア

ン

」

の

実

施

、

令

和

７

年

度

自

衛

隊

音

楽

ま

つ

り

へ

の

第

１

師

団

ら

っ

ぱ

隊

の

参

加

、

国

際

緊

急

援

助

活

動

に

対

す

る

派

遣

態

勢

維

持

な

ど

多

岐

に

わ

た

る

任

務

を

完

遂

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

本

年

も

首

都

防

衛

と

い

う

任

務

を

完

遂

す

る

た

め

、

隊

員

一

人

ひ

と

り

が

使

命

を

自

覚

し

、

団

結

を

強

化

し

て

師

団

一

丸

と

な

り

多

様

な

任

務

を

遂

行

し

て

ま

い

り

ま

す

。

本

年

が

皆

さ

ま

に

と

っ

て

、

素

晴

ら

し

い

年

と

な

り

ま

す

こ

と

を

心

よ

り

祈

念

申

し

上

げ

ま

す

。

第

１

師

団

長

陸

将

堺

一

夫

東

京

地

方

協

力

本

部

長

陸

将

補

鹿

子

島

洋

抑

止

力

強

化

へ

の

貢

献

知

恵

と

工

夫

と

本

気

の

努

力

東京都防衛協会創立６０周年記念行事（開催予定）

東京都防衛協会は令和８年４月２０日（月）ホテルグランドヒル市ヶ谷

において創立６０周年記念行事を開催します。

＊＊＊＊ 会員の皆様のご参加をお待ちしています ＊＊＊＊

○○○○

東東東東

京京京京

都都都都

防防防防

衛衛衛衛

協協協協

会会会会

はははは

、、、、

区区区区

市市市市

町町町町

村村村村

のののの

民民民民

間間間間

のののの

有有有有

志志志志

でででで

構構構構

成成成成

ささささ

れれれれ

てててて

いいいい

るるるる

地地地地

区区区区

協協協協

会会会会

をををを

中中中中

心心心心

にににに

昭昭昭昭

和和和和

44441111

年年年年

３３３３

月月月月

にににに

結結結結

成成成成

ささささ

れれれれ

たたたた

任任任任

意意意意

のののの

団団団団

体体体体

でででで

すすすす

。。。。

○○○○

「「「「

自自自自

分分分分

のののの

国国国国

はははは

自自自自

分分分分

でででで

守守守守

るるるる

」」」」

のののの

気気気気

概概概概

をををを

もももも

っっっっ

てててて

、、、、

広広広広

くくくく

都都都都

民民民民

のののの

間間間間

にににに

防防防防

衛衛衛衛

意意意意

識識識識

のののの

普普普普

及及及及

高高高高

揚揚揚揚

をををを

図図図図

るるるる

とととと

とととと

もももも

にににに

自自自自

衛衛衛衛

隊隊隊隊

をををを

激激激激

励励励励

支支支支

援援援援

しししし

てててて

そそそそ

のののの

充充充充

実実実実

発発発発

展展展展

にににに

寄寄寄寄

与与与与

すすすす

るるるる

よよよよ

うううう

なななな

広広広広

範範範範

なななな

活活活活

動動動動

をををを

続続続続

けけけけ

てててて

いいいい

まままま

すすすす

。。。。



協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

あ

き

る

野

市

は

平

成

7

年

に

秋

川

市

と

五

日

市

町

が

合

併

し

、

令

和

7

年

に

市

制

施

行

30

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

当

会

は

地

域

特

性

を

生

か

し

、

秋

川

地

区

と

五

日

市

地

区

の

二

体

制

で

活

動

し

て

い

ま

す

。

昨

年

度

に

は

近

隣

防

衛

協

会

と

合

同

で

横

田

基

地

視

察

を

実

施

し

、

参

加

者

か

ら

好

評

を

得

ま

し

た

。

ま

た

、

11

月

の

市

産

業

祭

で

は

両

地

区

が

協

力

し

、

自

衛

隊

広

報

や

グ

ッ

ズ

販

売

を

行

い

、

多

く

の

来

場

者

に

ご

来

訪

い

た

だ

き

ま

し

た

。

さ

ら

に

今

年

は

新

た

に

女

性

部

長

が

就

任

し

、

女

性

会

員

の

増

強

や

活

動

推

進

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

役

員

会

も

定

期

的

に

開

催

し

、

行

事

日

程

等

を

協

議

し

な

が

ら

活

動

の

充

実

を

図

っ

て

い

ま

す

。

今

後

も

両

地

区

が

連

携

し

、

自

衛

隊

広

報

を

推

進

す

る

と

と

も

に

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

と

協

働

し

て

ま

い

り

ま

す

。

事

務

局

長

日

原

省

吾

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

平

素

よ

り

練

馬

区

防

衛

協

會

の

活

動

に

格

別

の

ご

理

解

と

ご

支

援

を

賜

り

、

心

よ

り

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

昨

年

は

国

際

情

勢

が

一

層

不

透

明

さ

を

増

し

、

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

も

厳

し

さ

を

増

し

た

一

年

で

し

た

。

そ

う

し

た

中

、

地

域

の

防

衛

意

識

の

向

上

と

、

自

衛

隊

へ

の

支

援

・

理

解

を

さ

ら

に

広

げ

て

い

く

う

え

で

、

当

協

会

が

担

う

役

割

は

こ

れ

ま

で

以

上

に

重

要

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

昨

年

は

、

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

延

期

し

て

い

た

当

協

会

創

立

60

周

年

記

念

行

事

を

、

多

く

の

皆

さ

ま

の

お

力

添

え

に

よ

り

盛

大

に

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

未

来

へ

向

け

て

新

た

な

歩

み

を

進

め

る

、

大

き

な

節

目

の

一

年

と

な

り

ま

し

た

。

本

年

は

、

部

隊

研

修

な

ど

を

通

じ

て

、

区

民

の

皆

さ

ま

が

安

全

保

障

へ

の

理

解

を

深

め

て

い

た

だ

け

る

機

会

を

積

極

的

に

提

供

し

て

ま

い

り

ま

す

。

自

衛

隊

と

地

域

社

会

を

結

ぶ

架

け

橋

と

し

て

、

よ

り

一

層

実

り

あ

る

取

り

組

み

を

推

進

し

て

い

く

所

存

で

す

。

皆

さ

ま

に

と

り

ま

し

て

、

本

年

が

健

や

か

で

実

り

多

き

一

年

と

な

り

ま

す

よ

う

心

よ

り

お

祈

り

申

し

上

げ

る

と

と

も

に

、

引

き

続

き

の

ご

指

導

と

ご

支

援

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

事

務

局

長

辻

誠

心

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

あ

き

る

野

市

は

平

成

7

年

に

秋

川

市

と

五

日

市

町

が

合

併

し

、

令

和

7

年

に

市

制

施

行

30

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

当

会

は

地

域

特

性

を

生

か

し

、

秋

川

地

区

と

五

日

市

地

区

の

二

体

制

で

活

動

し

て

い

ま

す

。

昨

年

度

に

は

近

隣

防

衛

協

会

と

合

同

で

横

田

基

地

視

察

を

実

施

し

、

参

加

者

か

ら

好

評

を

得

ま

し

た

。

ま

た

、

11

月

の

市

産

業

祭

で

は

両

地

区

が

協

力

し

、

自

衛

隊

広

報

や

グ

ッ

ズ

販

売

を

行

い

、

多

く

の

来

場

者

に

ご

来

訪

い

た

だ

き

ま

し

た

。

さ

ら

に

今

年

は

新

た

に

女

性

部

長

が

就

任

し

、

女

性

会

員

の

増

強

や

活

動

推

進

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

役

員

会

も

定

期

的

に

開

催

し

、

行

事

日

程

等

を

協

議

し

な

が

ら

活

動

の

充

実

を

図

っ

て

い

ま

す

。

今

後

も

両

地

区

が

連

携

し

、

自

衛

隊

広

報

を

推

進

す

る

と

と

も

に

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

と

協

働

し

て

ま

い

り

ま

す

。

事

務

局

長

日

原

省

吾

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

平

素

よ

り

練

馬

区

防

衛

協

會

の

活

動

に

格

別

の

ご

理

解

と

ご

支

援

を

賜

り

、

心

よ

り

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

昨

年

は

国

際

情

勢

が

一

層

不

透

明

さ

を

増

し

、

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

も

厳

し

さ

を

増

し

た

一

年

で

し

た

。

そ

う

し

た

中

、

地

域

の

防

衛

意

識

の

向

上

と

、

自

衛

隊

へ

の

支

援

・

理

解

を

さ

ら

に

広

げ

て

い

く

う

え

で

、

当

協

会

が

担

う

役

割

は

こ

れ

ま

で

以

上

に

重

要

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

昨

年

は

、

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

延

期

し

て

い

た

当

協

会

創

立

60

周

年

記

念

行

事

を

、

多

く

の

皆

さ

ま

の

お

力

添

え

に

よ

り

盛

大

に

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

未

来

へ

向

け

て

新

た

な

歩

み

を

進

め

る

、

大

き

な

節

目

の

一

年

と

な

り

ま

し

た

。

本

年

は

、

部

隊

研

修

な

ど

を

通

じ

て

、

区

民

の

皆

さ

ま

が

安

全

保

障

へ

の

理

解

を

深

め

て

い

た

だ

け

る

機

会

を

積

極

的

に

提

供

し

て

ま

い

り

ま

す

。

自

衛

隊

と

地

域

社

会

を

結

ぶ

架

け

橋

と

し

て

、

よ

り

一

層

実

り

あ

る

取

り

組

み

を

推

進

し

て

い

く

所

存

で

す

。

皆

さ

ま

に

と

り

ま

し

て

、

本

年

が

健

や

か

で

実

り

多

き

一

年

と

な

り

ま

す

よ

う

心

よ

り

お

祈

り

申

し

上

げ

る

と

と

も

に

、

引

き

続

き

の

ご

指

導

と

ご

支

援

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

事

務

局

長

辻

誠

心

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区
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11

月

11

日

、

女

性

部

会

は

小

川

女

性

部

会

長

は

じ

め

40

名

で

１

泊

２

日

の

研

修

旅

行

を

実

施

し

た

。

１

日

目

は

仙

台

の

格

調

高

い

レ

ト

ロ

な

ホ

テ

ル

に

１

泊

し

、

松

島

基

地

司

令

の

ユ

ー

モ

ア

溢

れ

る

講

話

と

伊

達

藩

末

裔

の

興

味

深

い

歴

史

を

聴

講

し

、

そ

の

後

は

全

国

女

性

部

会

員

と

東

北

管

内

自

衛

隊

Ｖ

Ｉ

Ｐ

を

含

む

約

２

５

０

名

の

盛

大

な

懇

親

会

に

参

加

。

２

日

目

は

松

島

基

地

を

訪

問

し

殉

職

隊

員

に

献

花

、

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

の

隊

員

と

の

交

流

等

基

地

内

見

学

、

往

復

の

車

中

で

は

「

頭

の

体

操

ク

イ

ズ

」

、

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

な

ど

趣

向

を

凝

ら

し

、

全

員

が

一

つ

に

な

っ

て

盛

り

上

が

り

有

意

義

な

旅

で

あ

っ

た

。

会

長

小

川

カ

ヅ

11

月

11

日

、

女

性

部

会

は

小

川

女

性

部

会

長

は

じ

め

40

名

で

１

泊

２

日

の

研

修

旅

行

を

実

施

し

た

。

１

日

目

は

仙

台

の

格

調

高

い

レ

ト

ロ

な

ホ

テ

ル

に

１

泊

し

、

松

島

基

地

司

令

の

ユ

ー

モ

ア

溢

れ

る

講

話

と

伊

達

藩

末

裔

の

興

味

深

い

歴

史

を

聴

講

し

、

そ

の

後

は

全

国

女

性

部

会

員

と

東

北

管

内

自

衛

隊

Ｖ

Ｉ

Ｐ

を

含

む

約

２

５

０

名

の

盛

大

な

懇

親

会

に

参

加

。

２

日

目

は

松

島

基

地

を

訪

問

し

殉

職

隊

員

に

献

花

、

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

の

隊

員

と

の

交

流

等

基

地

内

見

学

、

往

復

の

車

中

で

は

「

頭

の

体

操

ク

イ

ズ

」

、

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

な

ど

趣

向

を

凝

ら

し

、

全

員

が

一

つ

に

な

っ

て

盛

り

上

が

り

有

意

義

な

旅

で

あ

っ

た

。

会

長

小

川

カ

ヅ

東

京

都

女

性

部

会

東

北

研

修

in

仙

台

東

京

都

女

性

部

会

東

北

研

修

in

仙

台ややややははははりりりりブブブブルルルルーーーーははははカカカカッッッッココココいいいいいいいい！！！！ややややははははりりりりブブブブルルルルーーーーははははカカカカッッッッココココいいいいいいいい！！！！
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自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

鹿

子

島

陸

将

補

）

は

11

月

10

日

、

渋

谷

区

の

宮

益

坂

に

あ

る

複

合

ビ

ル

「

Ａ

Ｎ

Ｄ

Ｃ

Ｒ

Ｏ

Ｓ

Ｓ

Ｂ

Ｌ

Ｄ

Ｇ

．

」

３

Ｆ

に

新

設

し

た

渋

谷

募

集

案

内

所

『

Ｓ

Ｈ

Ｉ

Ｂ

Ｕ

Ｙ

Ａ

Ｊ

ー

Ｌ

Ｏ

Ｕ

Ｎ

Ｇ

Ｅ

』

に

て

、

オ

ー

プ

ン

イ

ベ

ン

ト

（

フ

ァ

ン

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

）

を

実

施

し

た

。

当

案

内

所

は

、

代

々

木

駅

近

傍

か

ら

渋

谷

駅

近

傍

へ

と

事

務

所

移

転

し

た

も

の

で

あ

り

、

今

年

２

月

の

大

田

出

張

所

の

移

転

に

続

く

一

大

事

業

で

あ

っ

た

。

同

案

内

所

は

、

こ

れ

ま

で

の

事

務

所

と

は

一

線

を

画

す

斬

新

な

デ

ザ

イ

ン

と

情

報

発

信

機

能

を

備

え

、

全

国

募

集

事

務

所

の

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

的

な

役

割

を

担

う

こ

と

と

な

る

。

こ

の

オ

ー

プ

ン

に

先

立

ち

10

月

31

日

に

は

、

東

京

地

方

協

力

本

部

協

力

９

団

体

の

長

を

は

じ

め

、

部

内

外

か

ら

多

く

の

方

を

招

待

し

た

内

覧

会

を

行

っ

た

。

運

営

開

始

に

あ

た

り

実

施

し

た

第

１

回

フ

ァ

ン

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

で

は

、

多

く

の

方

が

会

場

の

様

子

を

視

聴

で

き

る

よ

う

に

ラ

イ

ブ

配

信

を

実

施

し

、

海

上

自

衛

隊

護

衛

艦

「

も

が

み

」

乗

務

員

や

カ

ン

ボ

ジ

ア

防

衛

駐

在

官

及

び

自

衛

隊

音

楽

ま

つ

り

の

練

習

中

の

隊

員

と

の

Ｚ

Ｏ

Ｏ

Ｍ

ラ

イ

ブ

中

継

や

防

衛

研

究

所

兵

頭

研

究

幹

事

、

防

衛

大

学

校

藤

岡

副

校

長

な

ど

に

よ

る

防

衛

ミ

ニ

講

座

、

さ

ら

に

は

ミ

ス

・

ワ

ー

ル

ド

ジ

ャ

パ

ン

・

フ

ァ

イ

ナ

リ

ス

ト

な

ど

に

よ

る

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

制

服

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

シ

ョ

ー

を

実

施

す

る

な

ど

華

々

し

い

構

成

で

盛

り

上

が

り

を

見

せ

た

。

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

さ

れ

た

方

か

ら

は

、

「

若

者

文

化

と

ト

レ

ン

ド

の

発

信

地

で

あ

る

渋

谷

で

自

衛

隊

の

魅

力

を

発

信

す

る

こ

と

は

大

変

す

ば

ら

し

い

」

「

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

と

し

て

こ

の

場

所

を

選

択

し

た

こ

と

に

力

強

さ

を

感

じ

る

」

な

ど

の

声

を

い

た

だ

く

こ

と

が

で

き

た

。

よ

り

多

く

の

国

民

の

皆

様

、

特

に

若

い

世

代

の

皆

様

が

Ｓ

Ｎ

Ｓ

等

を

通

じ

、

「

行

っ

て

み

た

い

」

と

感

じ

、

来

所

し

た

際

「

居

心

地

が

良

く

、

ま

た

来

た

い

」

「

友

達

を

誘

い

た

い

」

「

自

衛

隊

に

親

近

感

が

持

て

、

魅

力

を

感

じ

る

」

と

思

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

東

京

地

本

の

全

力

を

も

っ

て

、

こ

こ

渋

谷

か

ら

情

報

発

信

し

て

い

く

。

募

集

課

広

報

班

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

鹿

子

島

陸

将

補

）

は

11

月

10

日

、

渋

谷

区

の

宮

益

坂

に

あ

る

複

合

ビ

ル

「

Ａ

Ｎ

Ｄ

Ｃ

Ｒ

Ｏ

Ｓ

Ｓ

Ｂ

Ｌ

Ｄ

Ｇ

．

」

３

Ｆ

に

新

設

し

た

渋

谷

募

集

案

内

所

『

Ｓ

Ｈ

Ｉ

Ｂ

Ｕ

Ｙ

Ａ

Ｊ

ー

Ｌ

Ｏ

Ｕ

Ｎ

Ｇ

Ｅ

』

に

て

、

オ

ー

プ

ン

イ

ベ

ン

ト

（

フ

ァ

ン

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

）

を

実

施

し

た

。

当

案

内

所

は

、

代

々

木

駅

近

傍

か

ら

渋

谷

駅

近

傍

へ

と

事

務

所

移

転

し

た

も

の

で

あ

り

、

今

年

２

月

の

大

田

出

張

所

の

移

転

に

続

く

一

大

事

業

で

あ

っ

た

。

同

案

内

所

は

、

こ

れ

ま

で

の

事

務

所

と

は

一

線

を

画

す

斬

新

な

デ

ザ

イ

ン

と

情

報

発

信

機

能

を

備

え

、

全

国

募

集

事

務

所

の

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

的

な

役

割

を

担

う

こ

と

と

な

る

。

こ

の

オ

ー

プ

ン

に

先

立

ち

10

月

31

日

に

は

、

東

京

地

方

協

力

本

部

協

力

９

団

体

の

長

を

は

じ

め

、

部

内

外

か

ら

多

く

の

方

を

招

待

し

た

内

覧

会

を

行

っ

た

。

運

営

開

始

に

あ

た

り

実

施

し

た

第

１

回

フ

ァ

ン

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

で

は

、

多

く

の

方

が

会

場

の

様

子

を

視

聴

で

き

る

よ

う

に

ラ

イ

ブ

配

信

を

実

施

し

、

海

上

自

衛

隊

護

衛

艦

「

も

が

み

」

乗

務

員

や

カ

ン

ボ

ジ

ア

防

衛

駐

在

官

及

び

自

衛

隊

音

楽

ま

つ

り

の

練

習

中

の

隊

員

と

の

Ｚ

Ｏ

Ｏ

Ｍ

ラ

イ

ブ

中

継

や

防

衛

研

究

所

兵

頭

研

究

幹

事

、

防

衛

大

学

校

藤

岡

副

校

長

な

ど

に

よ

る

防

衛

ミ

ニ

講

座

、

さ

ら

に

は

ミ

ス

・

ワ

ー

ル

ド

ジ

ャ

パ

ン

・

フ

ァ

イ

ナ

リ

ス

ト

な

ど

に

よ

る

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

制

服

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

シ

ョ

ー

を

実

施

す

る

な

ど

華

々

し

い

構

成

で

盛

り

上

が

り

を

見

せ

た

。

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

さ

れ

た

方

か

ら

は

、

「

若

者

文

化

と

ト

レ

ン

ド

の

発

信

地

で

あ

る

渋

谷

で

自

衛

隊

の

魅

力

を

発

信

す

る

こ

と

は

大

変

す

ば

ら

し

い

」

「

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

と

し

て

こ

の

場

所

を

選

択

し

た

こ

と

に

力

強

さ

を

感

じ

る

」

な

ど

の

声

を

い

た

だ

く

こ

と

が

で

き

た

。

よ

り

多

く

の

国

民

の

皆

様

、

特

に

若

い

世

代

の

皆

様

が

Ｓ

Ｎ

Ｓ

等

を

通

じ

、

「

行

っ

て

み

た

い

」

と

感

じ

、

来

所

し

た

際

「

居

心

地

が

良

く

、

ま

た

来

た

い

」

「

友

達

を

誘

い

た

い

」

「

自

衛

隊

に

親

近

感

が

持

て

、

魅

力

を

感

じ

る

」

と

思

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

東

京

地

本

の

全

力

を

も

っ

て

、

こ

こ

渋

谷

か

ら

情

報

発

信

し

て

い

く

。

募

集

課

広

報

班

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

「

渋

谷

に

自

衛

隊

！

？

」

渋

谷

募

集

案

内

所

を

オ

ー

プ

ン

「

渋

谷

に

自

衛

隊

！

？

」

渋

谷

募

集

案

内

所

を

オ

ー

プ

ン

練

馬

区

練

馬

区

ささささああああ、、、、ここここれれれれかかかからららら講講講講話話話話をををを聴聴聴聴ききききままままししししょょょょうううう！！！！！！！！ささささああああ、、、、ここここれれれれかかかからららら講講講講話話話話をををを聴聴聴聴ききききままままししししょょょょうううう！！！！！！！！

台

風

22

号

・

23

号

に

よ

り

八

丈

島

の

生

活

に

大

き

な

影

響

が

及

ぶ

中

、

師

団

は

東

京

都

か

ら

の

災

害

派

遣

要

請

を

10

月

11

日

に

受

け

、

直

ち

に

八

丈

島

に

お

け

る

活

動

を

開

始

し

た

。

給

水

、

給

食

、

物

資

輸

送

及

び

加

水

・

入

浴

支

援

と

任

務

は

多

岐

に

わ

た

っ

た

が

、

そ

の

根

底

に

は

「

島

民

の

暮

ら

し

を

守

り

抜

く

」

と

い

う

強

い

思

い

が

あ

っ

た

。八

丈

島

に

到

着

し

た

派

遣

部

隊

を

最

初

に

迎

え

た

の

は

、

疲

れ

が

見

え

る

中

に

も

「

来

て

く

れ

て

あ

り

が

と

う

」

と

語

り

か

け

る

島

民

の

温

か

い

言

葉

だ

っ

た

。

隊

員

は

そ

こ

で

改

め

て

「

こ

の

島

の

た

め

に

必

ず

や

り

遂

げ

る

」

と

い

う

決

意

を

固

く

し

た

。

給

食

支

援

が

始

ま

る

と

、

島

民

と

の

距

離

は

一

気

に

縮

ま

っ

た

。

炊

事

車

の

前

で

子

ど

も

た

ち

が

「

今

日

の

メ

ニ

ュ

ー

は

？

」

と

声

を

か

け

、

温

食

を

受

け

取

っ

た

家

族

が

「

本

当

に

助

か

り

ま

す

」

と

深

々

と

頭

を

下

げ

る

姿

が

あ

っ

た

。

支

援

を

続

け

る

う

ち

、

島

民

と

隊

員

の

笑

顔

が

並

ぶ

場

面

は

日

常

と

な

り

、

互

い

の

名

前

ま

で

覚

え

る

ほ

ど

の

交

流

も

生

ま

れ

た

。

今

回

の

入

浴

支

援

は

町

営

温

泉

「

ふ

れ

あ

い

の

湯

」

と

連

携

し

た

加

水

・

入

浴

支

援

と

い

う

、

自

衛

隊

と

し

て

初

の

取

り

組

み

と

な

っ

た

。

湯

船

で

は

「

や

っ

と

湯

船

に

つ

か

れ

て

癒

さ

れ

る

よ

」

と

微

笑

む

方

、

入

浴

を

終

え

た

子

ど

も

が

隊

員

に

向

か

っ

て

「

ま

た

明

日

来

る

ね

」

と

手

を

振

る

姿

に

は

、

支

援

を

越

え

た

深

い

信

頼

が

育

ま

れ

て

い

た

。

11

月

16

日

に

行

わ

れ

た

「

感

謝

の

セ

レ

モ

ニ

ー

」

で

は

、

島

民

が

作

る

花

道

の

中

を

幼

稚

園

児

か

ら

手

渡

さ

れ

た

花

束

を

手

に

し

た

生

活

支

援

隊

長

を

先

頭

に

、

隊

員

は

一

人

ひ

と

り

島

民

の

方

と

ハ

イ

タ

ッ

チ

を

交

わ

し

な

が

ら

進

ん

だ

。

目

に

涙

を

浮

か

べ

「

い

な

く

な

る

の

は

寂

し

い

」

「

次

は

旅

行

で

来

て

ね

」

と

話

す

多

く

の

島

民

の

方

と

の

別

れ

を

惜

し

む

時

間

は

、

短

期

間

と

は

思

え

な

い

濃

く

深

い

交

流

が

あ

っ

た

証

だ

っ

た

。

八

丈

島

で

の

35

日

間

、

隊

員

と

島

民

が

支

え

合

い

な

が

ら

歩

ん

だ

日

々

は

、

災

害

派

遣

活

動

の

垣

根

を

超

え

、

確

か

な

絆

と

信

頼

を

築

く

時

間

と

な

っ

た

。

任

務

は

完

遂

し

た

が

、

こ

の

島

で

築

か

れ

た

思

い

出

と

つ

な

が

り

は

、

隊

員

一

人

ひ

と

り

の

胸

に

、

こ

れ

か

ら

も

深

く

刻

ま

れ

続

け

て

い

く

。

師

団

は

10

月

19

日

か

ら

25

日

ま

で

の

間

、

在

日

米

軍

が

実

施

し

た

横

田

基

地

演

習

「

ビ

バ

リ

ー

・

モ

ー

ニ

ン

グ

」

に

参

加

し

た

。

本

演

習

に

は

師

団

か

ら

第

１

施

設

大

隊

及

び

第

１

特

殊

武

器

防

護

隊

が

参

加

し

、

米

軍

部

隊

と

緊

密

に

連

携

し

て

行

動

し

た

。

訓

練

で

は

Ｎ

Ｂ

Ｃ

（

核

・

生

物

・

化

学

）

兵

器

等

に

よ

る

汚

染

へ

の

初

動

対

応

な

ど

、

実

戦

的

な

シ

ナ

リ

オ

に

基

づ

く

訓

練

が

行

わ

れ

た

。

特

に

１

特

防

は

化

学

防

護

及

び

汚

染

除

去

活

動

を

実

施

し

、

迅

速

か

つ

安

全

に

任

務

を

遂

行

し

、

高

い

即

応

力

と

日

米

間

の

連

携

能

力

を

発

揮

し

た

。

師

団

は

今

後

も

、

首

都

防

衛

を

担

う

部

隊

と

し

て

、

在

日

米

軍

と

の

連

携

を

緊

密

に

し

、

平

素

か

ら

共

同

対

処

能

力

の

維

持

・

向

上

に

努

め

て

い

く

。

１

師

団

司

令

部

広

報

班

台

風

22

号

・

23

号

に

よ

り

八

丈

島

の

生

活

に

大

き

な

影

響

が

及

ぶ

中

、

師

団

は

東

京

都

か

ら

の

災

害

派

遣

要

請

を

10

月

11

日

に

受

け

、

直

ち

に

八

丈

島

に

お

け

る

活

動

を

開

始

し

た

。

給

水

、

給

食

、

物

資

輸

送

及

び

加

水

・

入

浴

支

援

と

任

務

は

多

岐

に

わ

た

っ

た

が

、

そ

の

根

底

に

は

「

島

民

の

暮

ら

し

を

守

り

抜

く

」

と

い

う

強

い

思

い

が

あ

っ

た

。八

丈

島

に

到

着

し

た

派

遣

部

隊

を

最

初

に

迎

え

た

の

は

、

疲

れ

が

見

え

る

中

に

も

「

来

て

く

れ

て

あ

り

が

と

う

」

と

語

り

か

け

る

島

民

の

温

か

い

言

葉

だ

っ

た

。

隊

員

は

そ

こ

で

改

め

て

「

こ

の

島

の

た

め

に

必

ず

や

り

遂

げ

る

」

と

い

う

決

意

を

固

く

し

た

。

給

食

支

援

が

始

ま

る

と

、

島

民

と

の

距

離

は

一

気

に

縮

ま

っ

た

。

炊

事

車

の

前

で

子

ど

も

た

ち

が

「

今

日

の

メ

ニ

ュ

ー

は

？

」

と

声

を

か

け

、

温

食

を

受

け

取

っ

た

家

族

が

「

本

当

に

助

か

り

ま

す

」

と

深

々

と

頭

を

下

げ

る

姿

が

あ

っ

た

。

支

援

を

続

け

る

う

ち

、

島

民

と

隊

員

の

笑

顔

が

並

ぶ

場

面

は

日

常

と

な

り

、

互

い

の

名

前

ま

で

覚

え

る

ほ

ど

の

交

流

も

生

ま

れ

た

。

今

回

の

入

浴

支

援

は

町

営

温

泉

「

ふ

れ

あ

い

の

湯

」

と

連

携

し

た

加

水

・

入

浴

支

援

と

い

う

、

自

衛

隊

と

し

て

初

の

取

り

組

み

と

な

っ

た

。

湯

船

で

は

「

や

っ

と

湯

船

に

つ

か

れ

て

癒

さ

れ

る

よ

」

と

微

笑

む

方

、

入

浴

を

終

え

た

子

ど

も

が

隊

員

に

向

か

っ

て

「

ま

た

明

日

来

る

ね

」

と

手

を

振

る

姿

に

は

、

支

援

を

越

え

た

深

い

信

頼

が

育

ま

れ

て

い

た

。

11

月

16

日

に

行

わ

れ

た

「

感

謝

の

セ

レ

モ

ニ

ー

」

で

は

、

島

民

が

作

る

花

道

の

中

を

幼

稚

園

児

か

ら

手

渡

さ

れ

た

花

束

を

手

に

し

た

生

活

支

援

隊

長

を

先

頭

に

、

隊

員

は

一

人

ひ

と

り

島

民

の

方

と

ハ

イ

タ

ッ

チ

を

交

わ

し

な

が

ら

進

ん

だ

。

目

に

涙

を

浮

か

べ

「

い

な

く

な

る

の

は

寂

し

い

」

「

次

は

旅

行

で

来

て

ね

」

と

話

す

多

く

の

島

民

の

方

と

の

別

れ

を

惜

し

む

時

間

は

、

短

期

間

と

は

思

え

な

い

濃

く

深

い

交

流

が

あ

っ

た

証

だ

っ

た

。

八

丈

島

で

の

35

日

間

、

隊

員

と

島

民

が

支

え

合

い

な

が

ら

歩

ん

だ

日

々

は

、

災

害

派

遣

活

動

の

垣

根

を

超

え

、

確

か

な

絆

と

信

頼

を

築

く

時

間

と

な

っ

た

。

任

務

は

完

遂

し

た

が

、

こ

の

島

で

築

か

れ

た

思

い

出

と

つ

な

が

り

は

、

隊

員

一

人

ひ

と

り

の

胸

に

、

こ

れ

か

ら

も

深

く

刻

ま

れ

続

け

て

い

く

。

師

団

は

10

月

19

日

か

ら

25

日

ま

で

の

間

、

在

日

米

軍

が

実

施

し

た

横

田

基

地

演

習

「

ビ

バ

リ

ー

・

モ

ー

ニ

ン

グ

」

に

参

加

し

た

。

本

演

習

に

は

師

団

か

ら

第

１

施

設

大

隊

及

び

第

１

特

殊

武

器

防

護

隊

が

参

加

し

、

米

軍

部

隊

と

緊

密

に

連

携

し

て

行

動

し

た

。

訓

練

で

は

Ｎ

Ｂ

Ｃ

（

核

・

生

物

・

化

学

）

兵

器

等

に

よ

る

汚

染

へ

の

初

動

対

応

な

ど

、

実

戦

的

な

シ

ナ

リ

オ

に

基

づ

く

訓

練

が

行

わ

れ

た

。

特

に

１

特

防

は

化

学

防

護

及

び

汚

染

除

去

活

動

を

実

施

し

、

迅

速

か

つ

安

全

に

任

務

を

遂

行

し

、

高

い

即

応

力

と

日

米

間

の

連

携

能

力

を

発

揮

し

た

。

師

団

は

今

後

も

、

首

都

防

衛

を

担

う

部

隊

と

し

て

、

在

日

米

軍

と

の

連

携

を

緊

密

に

し

、

平

素

か

ら

共

同

対

処

能

力

の

維

持

・

向

上

に

努

め

て

い

く

。

１

師

団

司

令

部

広

報

班

私たちの誇り私たちの誇り 第１師団第１師団

日

米

の

絆

で

基

地

防

衛

を

強

化

日

米

の

絆

で

基

地

防

衛

を

強

化

八

丈

島

に

災

害

派

遣

八

丈

島

に

災

害

派

遣


